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未来とよなか 志民だより
豊中市議会議員（無所属）

北ノ坊しんじ

北ノ坊しんじ プロフィール
生 年：昭和49年（1974年） 豊中生まれ 妻、子供４人の６人家族

出身校：市立克明小・市立豊中五中・府立豊中高・立命館大・立命館大学院（経営学修士）

議会歴：平成19年初当選（現在2期目）

環境福祉常任委員長・各常任委員会委員・空港問題調査特別副委員長・豊中市都市計画審議会委員等を歴任

現役職：文教常任委員会委員・空港問題調査特別委員会委員・豊中市農業委員会委員

その他：おかまちまちづくり協議会運営委員・ボーイスカウト豊中１８団副団委員長兼ローバー隊長・豊陵会

（豊中高校同窓会）評議員・立命館大学北摂校友会幹事 など

◎学校のトイレ改修・エレベー
ター設置について

豊中には小学校・中学校併せて59
校ありますが、近年トイレ改修・エレ
ベーター設置が1校ずつしか実施さ
れていない現状がありました。そのた
め、全校への取り組みが終わる前に
初期に実施した学校の設備耐用年
数が到来するため学校間格差が生じ
ることを指摘、年度あたりの実施校
数を増やすよう提言しました。その
結果、27年度から複数校で実施して
いくことになりました。

◎民間保育所建設にかかわる
契約について

民間保育所を建設整備する際には、
公費で4分の3の補助が出ています。そ
のため、工事の契約に際しては市に準
じた形で入札を行っていますが、設計
業者に関しては保育所を運営する法
人の理事会等で決定されています。設
計業者のさじ加減一つで施工業者が
限定されてしまう可能性があることを
指摘、運用改善を求めました。待機児
童対策として莫大な予算がつぎ込まれ
る分野の経費節減をこれからも求めて
いきます。

◎授業時数の確保について
学校が完全週５日制になってから、かえってゆとりのなくなった学校運営の改

善と、確かな学力を保証するという意味から土曜授業の復活や長期休業の短縮を

提案。エアコン設置がほぼ完了したことに伴い、平成２７年度から夏季休業を１

週間短縮して２学期の開始が早まることになりました。
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◎公共図書館の外部活力導入
について
市の行財政改革の重要項目として

図書館事業のコスト削減が挙げられ
たため、外部活力（指定管理者制度）
の導入を審議会で検討することになっ
たのですが、審議会の事務局を担っ
ている部署が図書館事業を行ってい
る担当課であるためか、行革関連資
料を審議会に当初から提示すること
なく審議会の運営をしていることを
指摘、指定管理導入がなじまないと
いう結論ありきの審議会運営にする
つもりかとただしました。残念なが
ら、予想通りの審議会答申を出され
てしまいましたが、この時の審議会
の座長をしていた委員が、市の内規
の趣旨にそぐわない選任であったこ
とも同時に指摘、この委員はその後、
再任されることなく退任になりまし
た。市民のための図書館運営になる
ようこれからも注視していきます。

◎災害時の個人用（常用）
医薬品について
東日本大震災の教訓として、医
薬品製造や流通ルートの停止によ
り救急用医薬品以外でも不足が
生じることが判明。医薬品不足は
被災地以外でも発生しました。
豊中市薬剤師会と協定を結び、医
薬品の在庫の確保を要請すると
ともに在庫情報を市も共有でき
る仕組みが市から提案された際、
そもそも薬局同士が種類の多い
医薬品の在庫を減らす目的の情
報共有システムのため、在庫確保
には効果が限定的であることを指
摘。むしろ、かかりつけ医師の理解・
監督のもと、常用薬の必要な個人
が自らある一定期間分余分に所
持しているほうが効果的であるの
で医師や市民 に啓発すべきと提
案。市は法や医療保険制度の趣
旨を根拠に難色を示しましたが、
現在医師からも同様の取 り組み
をすべきとの声が出始めています
ので引き続きこの課題に対して取
り組んでいきます。

◎職員定数のあり方に
ついて

府内同規模の自治体と比較して、
全体としてまだ多く、また分野によっ
て多い・少ないのバラツキが大きい
ことを指摘。今後の財政推移を考え
ると削減目標を設定すべき、また、
今日的課題が大きくなっている部署
に重点的に人を配置できるよう、人
事の硬直化を是正して欲しいと要望。
この分野はまだ市の考えと大きな隔
たりがあり、これからも継続して取
り組みます。

◎商業の駅前集積に
ついて

人口減少・高齢化社会を考えて
駅前に商業や業務機能を集約し
ていくまちづくりが必要ではない
かと提言。市の総合計画や都市計
画、関連部局との連携・調整を図
りながら 、行政として何をすべき
か、何が出来るかを整理していく
ことを約束してもらいました。

◎専門職員の人材育成について
たとえば建築確認が民間でも出せるようになり、市における建築関係職
員の業務ノウハウ継承が難しくなってきていることに代表されるように、分
野によっては専門職員の人材育成に課題が出始めているのではないかと
指摘。市も同様の認識を持ち、現在、様々な職種における資格取得の支援
制度を設けて人材育成に取り組みはじめました。同時に民間企業との人
事交流による研修・人材育成にも取り組むよう求めています。
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◎服部天神駅周辺整備について

市も課題認識を持っている服部天神駅関
連の整備事業の手始めとして、地権者の協
力も得られる環境が整ったこ とから、地下
通路を活用した東西通行の利便性向上に
資する整備に着手することになりました。こ
れを契機に豊島体育館やいぶきに通じる
歩道の改修にも着手することになりました。
駅前広場や都市計画道路もまだ残ってい
ることから引き続き周辺整備に努力してい
きます。

◎豊中駅北側
連絡橋について
市民の方からの情報をもと
に調べてみると、阪急豊中駅
高架化事業の中に駅北側に
歩道橋の計画があ ったので
すが、連絡するビル側の強度
や構造の問題等で実現せず１
０年以上放置されていました。
そこにき て、連絡するビ ルの
建て替え計画が浮上し、地元
からも実現できるのではとの
期待が高まったのですが、ビ
ル建て替え事業者がこの計
画の存在を知 らずに建て替
え事業を計画していたことも
あり残念ながら実現に至りま
せんでした。

◎地域自治について
地域における人間関係の希薄化にともな
い、コミュニティの強化が課題となっている
ところに市から地域自治組織制度が提案さ
れました。しかし、組織の認定要件や組織で
の意思決定の位置づけ、予算のつけ方な
ど大いに疑問のある内容で、およそ自治と
言えるものではありません。議会でも意見
を二分する大きな問題となりましたが、結
果的に僅差で可決されました。今後もこの
分野の取り組みに注視し、改善を求めてい
きます。

◎中高層建築物にかかわる
トラブルについて

代理人による説明
マンション建設などの住民説明会で事業
主が出席せず代理者を立てて説明会を開
くこ とが多くなり周辺住民との間でトラブ
ルにつながるケースが多く、事業主に直接
説明するよう求めてはどうかと提案。相談
のあったケースにおいては事業主に対して
指導することを約束してもらいました。

解体の事前説明
マンション建設等において、そもそも既存
の建物がある場合、その建物の解体工事
の時点から地域住民とトラブルになってい
るケースが多く、市からの事前説明の指導
をするよう提案。その結果、市に解体工事
の届け出があった時点で近隣住民等に工
事着手前に説明をするよう指導してくれて
います。

◎まちづくり諸条例の
今後について
近年、住宅地における景観
や住環境への関心が高ま っ
てい るが 、まちづくり条例を
活用した住民組織作りに至
らないケースがほとんどで、条
例の存在感も薄れている現
状を指摘。制度の周知に今一
度取り組むと約束してもらい
ました。

◎空き家対策に
ついて

環境衛生・安全・まちづくり
など様々な観点から見ても
問題のある空き家対策に取
り組む ことになり ました。ま
ずは講座や相談事業などを
展開するところからスタート
し ますが 、そ れだ け では解
決できないケースも多く考
え られるこ とから今後の展
開について提案。今後、検討
していくことを約束してもら
いました。



これらの他、教育や子育て、環境、福祉、防災、少子化対策などあらゆる分野に
取り組んできました。やり残したこと、取り組みが不十分なものもありますが、引
き続き課題意識を持って取り組んで参りたいと思います。
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ご意見・ご質問・ご感想は下記まで
北ノ坊しんじ事務所 （月～木あさ１０時～夕方５時まで、祝日休み）
〒５６１－０８８５ 豊中市岡町１０－１０
電話０６－６８５７－７６２０ ＦＡＸ：０６－６８５７－４８１４
Ｅ－ｍａｉｌ： shinji@kitanobo.net（FAX番号変わりました）

◎大阪空港問題について

コンセッション（事業運営権の売却）
が行われることになり、環境に配慮
しつつ大阪空港の利便性が向上す
ることを願い、空港問題調査特別委
員として国土交通省や新関西国際
空港株式会社に対して要望活動を
行いました。事業者による創意工夫・
裁量がどの程度保障されるのか、事
業者の競争性の確保によりサービス
の向上が図られ結果として利便性の
向上につながるのかという点に関し
て質問・要望を行いました。また、様々
な資料から、今回のコンセッションで
は運営権者の裁量によっては廃港
の判断ができるこ とを指摘。国から
は、そのような結果は望んでいない
のでそのような判断をする可能性の
ある運営権者は選定段階ではずす
という趣旨の答弁をいただきました。

◎東京オリンピック
開催に合わせて

市内スポーツ施設の近代化改修
について
東京オ リンピック開催が決定し
た直後の議会（平成25年9月 ）
で 、2 0 20年の開催に向けて市
内スポーツ施設の近代化改修と、
市内施設を利用して事前調整す
る海外チームを誘致してはどう
かと提案。競技に よっては国内
分散開催の可能性も最近出て
きましたので今後のオリンピック
委員会の動きに注目しながらこ
れからも続けて市に提案してい
きたいと思います。

大阪国際空港の国際線就航に
ついて
東京オリンピックに向けて、海外
からの訪日旅行者数が増加する
こ とを念頭に、大阪国際空港の
『国際線』就航を目指して豊中市
も取り組むよう要望。空港問題
調査特別委員会委員として国土
交通省や大阪国際空港の運営
者である新関西空港会社にも積
極的に働きかけ てきま した 。引
き続き、あらゆる方法を模索して
取り組んでいきます。

◎野良猫対策について
市内に 400 0匹は生息してい ると
推計される野良猫を、生命の尊厳を
保ちながら効果的に減少させていく
新たな取り組みを提案。中核市に移
行し、保健所の運営を担うことになっ
た豊中市が主体的に取りうる方策
はいろいろあるのですが残念ながら
取り組みはまだまだです。今後も引
き続き新たな取り組みを求めていき
たいと思います。


